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私は、2011 年 11 月 8日～11 日に Melbourne Convention 

Centre, Melbourne, Australiaで開催されたThe 5th International 

Congress of the Asia Pacific Society of Infection Control: 

APSIC 2011第5回アジア太平洋感染制御国際学会に参加

した。この学会は、1998 年に設立されたアジア諸国が国

情の差を越えて共に感染制御に取り組むための学会であ

る。今回、11 月 8 日に Yoshida Pharmaceuticals Satellite 

Symposium at APSIC2011 Congress で発表させて頂く機

会を得たので報告する。 

シンポジウムの全体のテーマは、“The Role of 

Leadership in Implementing Change”であり、演者は 5名

であった。最初は私が、“The Role of Leadership of Infection 

Control Nurse in Clinical Setting”というテーマで、日本の

医療体制と感染制御体制、Infection control team(ICT)につ

いて、感染制御にかかわる医師、看護師、薬剤師、検査

技師などの認定制度、感染管理認定看護師のリーダーシ

ップについて発表した。次に、韓国ソウル大学病院の

Hyang Soon Oh 先生は、“The Role of Leadership to Make 

Good Communication Among Healthcare Personnel in 

Hospital”というテーマで、韓国の感染制御の現状と病院

の中でとるべきリーダーシップについて話された。次に、

日本赤十字社医療センターの菅原えりさ先生は、

“Infection Control Measures in Disaster Area”というテー

マで、東日本大震災時、救護班として石巻赤十字病院に

約１ヶ月間救護活動した時の状況や感染制御として考え

なければならないポイントについてなどの発表があった。

次に、中国の Zhongshan Hospital of Fudan University の

Bijie Hu 先生は、“Organizational Leadership for Implementing 

the Change(provisional)”というテーマで、組織的なリー

ダーシップの難しさやリーダーシップにエビデンスは無

くそれぞれの国や病院で考えていかなければいけないこ

となどの発表があった。最後に、ドイツの Ernst-Moritz-Arndt 

University of Greitswald の Axel Kramer 先生は、“Safety 

culture – regulations for the leaders in prevention of 

healthcare-associated infections (HAI) and the German stand 

within the European Union”というテーマでドイツの感染

制御に関する法律、ガイドライン、義務、ヨーロッパと

の連携、感染制御にかかわる医師、看護師の教育体制な

どについての発表があった。 

各国、それぞれ違う感染制御体制ではあるが、その国

の現状にあった法律やガイドライン、組織化について聞

くことができ、どの国も感染制御についてさらなる前進

とリーダーシップの難しさなどがよく理解でき、会場の

参加者も熱心にメモを取るなどして聴講していた。発表
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終了後、オーストラリア、韓国、シンガポール、香港、

日本の感染制御に関わる看護師から共感したという言葉

をもらい、シンポジウムは盛会のうちに終了した。 

次回、6th International Congress of the Asia Pacific Society 

of Infection Control は、2013 年 4 月 10 日（水）～13 日（土）

中国、上海の World Expo Centre で開催されることが決定

されており、参加することが楽しみである。このような

機会を与えて頂いた関係各位に深く感謝する。 
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■附属資料（APSIC2011 サテライトシンポジウムでの資料を転載） 
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